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ま
ち
づ
く
り
の
大
切
な
基
礎　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
び
つ
き

　

町
内
に
は
41
の
行
政
区
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
住
民
自
治
組

織
。
い
わ
ゆ
る
「
自
治
会
」
、「
町

内
会
」
に
あ
た
り
ま
す
）
が
あ
り
、

皆
さ
ん
の
身
近
な
地
域
社
会
の

母
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
す
る
た

め
の
役
職
が
置
か
れ
、
役
員
は

い
ず
れ
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
中

か
ら
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
長
や
公

民
館
長
、
そ
し
て
町
か
ら
任
命

さ
れ
た
行
政
区
長
の
三
役
は
皆

さ
ん
の
日
常
生
活
に
関
わ
り
が

深
く
、
下
記
の
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
役
職
を
含
め
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
行
政
区
の
役
員

の
方
々
は
い
ず
れ
も
皆
さ
ん
の

暮
ら
す
地
域
に
欠
か
せ
な
い
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り　

地
域
活
動
に
み
ん
な
で
参
加　
　

　

町
で
は
、
昭
和
55
年
に
全
国

に
先
駆
け
て
「
矢
巾
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
条
例
」
を
制
定
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
上
で
「
住
民
に
よ

る
自
治
」
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
、
地
域
の
活
動
や

会
合
に
参
加
す
る
方
が
減
っ
て

お
り
「
昔
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

動
を
通
じ
て
地
区
の
全
員
が
顔

見
知
り
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
は

近
所
で
も
顔
を
知
ら
な
い
人
が

多
い
。
防
犯
上
も
不
安
だ
」
と

心
配
す
る
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
日

ご
ろ
か
ら
地
域
の
結
び
つ
き
を

強
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
住
民

同
士
の
交
流
行
事
な
ど
を
企
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
活
動

に
出
た
こ
と
の
な
い
方
も
一
度

気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　コミュニティ単位で置かれてい

る地域の公民館（自治公民館）の

管理者であり、各コミュニティ内

の話し合いで決定されます。

　日ごろの施設の管理はもちろん、

公民館を活用したイベントの企画

など、地域の文化活動の推進役と

しても重要な役割を担っています。

　町政の効率的な執行と町民の福

祉増進のため、行政区内の住民の

推薦に基づき町長が任命する、町

の非常勤特別職です。

　町からの連絡文書の配布や、町

の依頼に基づく各種募集、地域の

意見の取りまとめなど、主に皆さん

と町を結ぶ役割を果たしています。

　住みよい地域づくりのため、住民

の皆さんが自主的に運営するコミュ

ニティ（自治会）のまとめ役であり、

地域住民の代表にあたります。

　町では、各コミュニティの自主

性を尊重し、コミュニティ会長か

ら申請があった場合に補助金など

の形で活動を支援しています。

公 民 館 長 行 政 区 長 コミュニティ会長

　

平
成
28
年
度
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
行
政
区
の
役
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。
地
域
の
暮
ら
し
を
快
適
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
核
と
し
た
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を

深
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
こ
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

長
・
行
政
区
長
・
公
民
館
長
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

たいせつにしよう！
身近な地域のおつきあい

コミュニティ会長・行政区長・公民館長を紹介

子
ど
も
会
な
ど
み
ん
な
で
お

取
り
組
む
花
い
っ
ぱ
い
運
動

広
報
は
行
政
区
長
を
通
じ
て

皆
さ
ん
の
手
元
に
届
き
ま
す

公
民
館
で
地
域
独
自
に

開
催
さ
れ
る
文
化
祭
お

みんなで力を合わせて明るい町に！
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平成 28 年度コミュニティ会長・行政区長・公民館長一覧

行 政 区 名 コミュニティ会長 電　話 行　政　区　長 電　話 公　民　館　長 電　話

高 田 １ 区 八重樫　壽　雄 八重樫　壽　雄

大　蔦　二　郎高 田 ２ 区 昆　　　　　茂 昆　　　　　茂

高 田 ３ 区 中　村　　　滋 中　村　　　滋

藤 沢 佐々木　德　興 佐々木　德　興 吉　田　彰　宏

西 徳 田 １ 区 吉　田　和　行 吉　田　和　行 阿　部　芳　彦

西 徳 田 ２ 区 阿　部　剛　隆 阿　部　剛　隆 安　藤　宏　道

東 徳 田 １ 区 斉　藤　　　茂 平　井　　　武 早　川　　　孝

東 徳 田 ２ 区 川　村　明　久 川　村　明　久 川　村　孝　夫

間 野 々 藤　原　善　一 藤　原　善　一 吉　田　英　友

土 橋 女　鹿　春　夫 細　川　光　悦 星　川　常　光

北 郡 山 細　川　隆　造 細　川　隆　造 金　子　友　幸

上 赤 林 佐野峯　隆　司 佐野峯　隆　司 藤　井　喜　一

下 赤 林 熊　谷　洋　司 熊　谷　洋　司 小笠原　富　雄

南 昌 髙　橋　壽　治 髙　橋　壽　治 橋　元　　　進

広 宮 沢 １ 区 佐々木　昭　英 村　松　和　也 川　村　友　美

広 宮 沢 ２ 区 駒　谷　正　弘 駒　谷　正　弘 内　村　忠　雄

流 通 セ ン タ ー 高　木　伸　雄 秦　　　健　一 若　佐　　　傭

城 内 山　﨑　幸　男 山　﨑　幸　男 山　﨑　健次郎

煙 山 村　松　隆　夫 高　橋　善　一 高　橋　康　志

南 煙 山 沼　田　　　淳 沼　田　一　彦 佐々木　　　隆

矢 次 藤　井　照　夫 藤　井　照　夫 佐　藤　賢　雄

下 北 今　野　正　春 川　村　和　男 須　藤　良　一

新 田 １ 区 中　村　甲　六 中　村　甲　六 赤　丸　秀　雄

新 田 ２ 区 赤　丸　忠　一 戸　　　三　郎 大　林　隆　二

矢 巾 １ 区 村　松　輝　夫 高　橋　征　利 中　村　成　子

矢 巾 ２ 区 中　坪　祐　二 中　坪　祐　二 吉　田　栄　一

矢 巾 ３ 区 鈴　木　敏　之 本　宮　祐　司 佐　藤　邦　忠

南 矢 幅 １ 区 廣　田　徹　夫 廣　田　徹　夫 佐々木　光　憲

南 矢 幅 ２ 区 遠　藤　信　義 遠　藤　信　義 熊　谷　　　守

南 矢 幅 ３ 区 飯　原　　　美 飯　原　　　美 花　立　則　昭

南 矢 幅 ４ 区 高　橋　征　知 高　橋　征　知 佐々木　三　夫

南 矢 幅 ５ 区 南　幅　浩　一 南　幅　浩　一 後　藤　信　夫

南 矢 幅 ６ 区 中　田　保　夫 中　田　保　夫 大　塚　健　一

南 矢 幅 ７ 区 小　田　道　男 小　田　道　男 米　澤　さゑ子

和 味 藤　村　昭　美 高　橋　政　勝 室　岡　　　昭

舘 前 大　坊　和　夫 大　坊　和　夫 山　澤　順　三

桜 屋 佐々木　和　博 佐々木　和　博 山　崎　金　一

岩 清 水 細　川　　　章 藤　原　清　見 鷹　觜　重　雄

室 岡 高　橋　　　徹 室　岡　良　春 白　澤　明　男

太 田 秋　篠　孝　一 佐々木　雄　一 菅　原　安　一

白 沢 廣　田　　　清 村　松　德志郎 藤　原　洋　一

※この名簿は、町民の皆さんと各コミュニティ・行政区との連絡に使っていただくため、関係機関の許可を得て
掲載しています。それ以外の用途に使用しないようお願いします。
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